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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 2,927,6612,959,8605,967,161

経常利益（千円） 247,351 281,297 581,798

四半期（当期）純利益（千円） 117,733 184,500 322,363

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
43,349 △6,296 223,889

純資産額（千円） 7,806,0117,829,5417,986,551

総資産額（千円） 9,483,6909,604,8019,789,349

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
17.97 28.16 49.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 82.3 81.5 81.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
435,706 293,082 725,425

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△125,484△562,011 53,203

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△150,805△157,883△158,163

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,828,0112,798,9713,293,525

　

回次
第68期

第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益（円） 15.98 12.90

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

３　売上高には消費税等は含まれておりません。

４　第68期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

   

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にありま

したが、サプライチェーンの立て直しや生産活動の回復に伴い、一部で持ち直しの動きも見られました。一方で、電

力供給の制約や原子力災害の影響、海外景気の下振れ懸念に加え、デフレの影響や雇用情勢の悪化懸念等もあり、景

気の先行きは依然不透明であり、本格的な回復には時間を要するものと思われます。

当社グループにおきましても、震災以降一部の部品調達先において供給の途絶が発生し、生産活動に影響をおよ

ぼしました。今後におきましては、生産能力も徐々に回復するなか、民間設備投資などにおいて復興関連の需要も顕

在化しつつあるものの、先行きについては予断を許さない状況となっております。

このような状況の下、当社グループは引き続き積極的な提案営業を展開しました結果、連結売上高は29億59百万

円（前年同期比1.1％増）となりました。

セグメント毎の売上高（セグメント間の内部取引高を含む）は以下のとおりであります。

　日　　　本：29億41百万円（前年同期比  1.2％増）

　東南アジア：４億76百万円（前年同期比 16.5％増）

　損益面では、原価低減や生産効率化により利益の確保に努めました結果、セグメント利益（セグメント間の内部取

引高を含む）は以下のとおりとなりました。

　日　　　本：２億25百万円（前年同期比  8.5％増）

　東南アジア：　　40百万円（前年同期比 17.5％増）

　また、経常利益は２億81百万円（前年同期比13.7％増）、四半期純利益は１億84百万円（前年同期比56.7％増）を

計上いたしました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

  当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・

フローは２億93百万円の収入となり、前年同期の４億35百万円の収入に比べて１億42百万円の減少となりました。

その主な内容は、税金等調整前四半期純利益が前年同期に比べて83百万円増加し、売上債権の増減額が前年同期に

比べて１億28百万円減少したものの、たな卸資産の増減額が前年同期に比べて１億63百万円増加したことおよび

法人税等の支払額が前年同期に比べて１億53百万円増加したことなどによります。

  投資活動によるキャッシュ・フローは５億62百万円の支出となり、前年同期の１億25百万円の支出に比べて４

億36百万円の支出の増加となりました。その主な内容は、投資有価証券の償還による収入３億円を計上したもの

の、投資有価証券の取得による支出が前年同期に比べて７億９百万円増加したことなどによります。

  財務活動によるキャッシュ・フローは１億57百万円の支出となり、前年同期の１億50百万円の支出と比べて７

百万円の支出の増加となりました。その主な内容は、配当金の支払による支出が前年同期に比べて６百万円増加し

たことなどによります。

  これらに為替換算差額を合わせた結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ、４億94百万円減少し、

27億98百万円となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、78百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,665,878

計 22,665,878

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,967,473 6,967,473

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100株で

あります。

計 6,967,473 6,967,473 ― ―

　

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
　（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 6,967,473 ― 1,908,674 ― 2,657,539
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(6)【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(有)プラスファイブ 名古屋市昭和区田面町２丁目45－３ 2,230 32.01

山田　哲 名古屋市名東区 678 9.74

ワイズ共栄会
愛知県小牧市入鹿出新田宮前955－５

㈱ヨシタケ内
621 8.91

ヨシタケ社員持株会
名古屋市瑞穂区二野町７番３号

㈱ヨシタケ内
180 2.58

日本生命保険(相) 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 88 1.26

吉田　均 愛知県一宮市 87 1.26

吉田　亜紀 愛知県一宮市 87 1.25

日本トラスティ・サービス信託

銀行(株)
東京都中央区晴海１丁目８－11 81 1.16

山田　進 名古屋市昭和区 75 1.09

山田　怜子 名古屋市緑区 75 1.08

計 － 4,207 60.39

　（注）当社は自己株式414千株を所有しておりますが、上記の大株主から除いております。
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   414,600 ― 単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,550,600 65,506 同上

単元未満株式 普通株式     2,273 ― ―

発行済株式総数 6,967,473 ― ―

総株主の議決権 ― 65,506 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱ヨシタケ
名古屋市瑞穂区二野町

７番３号
414,600 ― 414,600 5.95

計 ― 414,600 ― 414,600 5.95

　（注）　当第２四半期会計期間末における所有自己株式数は、414,683株であります。

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（株）

就任年月
日

監査役  田嶋　好博 昭和14年３月１日生

昭和39年４月名古屋弁護士会登録

昭和62年４月名古屋弁護士会副会長

昭和63年４月名古屋地方裁判所、同簡

易裁判所調停委員

平成２年１月　名古屋地方裁判所鑑定委

員　

平成３年９月　愛知県公害審査会委員　

平成３年12月　愛知県地方労働委員会公

益委員　

平成11年12月愛知県地方労働委員会会

長

平成14年４月愛知県個人情報保護審議

会委員

平成16年７月愛知県個人情報保護審議

会会長

平成23年９月当社監査役就任（現任）

 （注） －
平成23年

９月27日

（注）平成23年９月27日開催の臨時株主総会の終結の時から平成27年３月期に係る定時株主総会の終結の時までであり

ます。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,333,947 2,838,860

受取手形及び売掛金 1,943,088 1,818,104

商品及び製品 422,529 501,171

仕掛品 339,997 368,461

原材料及び貯蔵品 612,063 689,150

その他 109,011 119,463

流動資産合計 6,760,638 6,335,212

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,970,861 1,923,453

減価償却累計額 △1,451,745 △1,436,734

建物及び構築物（純額） 519,116 486,719

機械装置及び運搬具 1,902,510 1,853,001

減価償却累計額 △1,562,518 △1,544,560

機械装置及び運搬具（純額） 339,991 308,440

土地 466,608 460,113

リース資産 82,783 82,783

減価償却累計額 △29,060 △36,009

リース資産（純額） 53,722 46,773

その他 817,455 819,226

減価償却累計額 △748,521 △767,426

その他（純額） 68,933 51,799

有形固定資産合計 1,448,372 1,353,847

無形固定資産

のれん 15,288 12,508

その他 55,018 47,172

無形固定資産合計 70,307 59,681

投資その他の資産

投資有価証券 1,100,219 1,436,265

その他 428,778 440,397

貸倒引当金 △18,968 △20,602

投資その他の資産合計 1,510,029 1,856,060

固定資産合計 3,028,710 3,269,588

資産合計 9,789,349 9,604,801

EDINET提出書類

株式会社ヨシタケ(E01683)

四半期報告書

 8/17



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 683,193 733,751

未払法人税等 178,466 102,068

賞与引当金 144,512 138,988

その他 196,113 183,010

流動負債合計 1,202,285 1,157,818

固定負債

リース債務 42,205 34,882

退職給付引当金 291,779 301,092

役員退職慰労引当金 239,147 248,168

資産除去債務 27,378 27,466

その他 － 5,831

固定負債合計 600,511 617,441

負債合計 1,802,797 1,775,260

純資産の部

株主資本

資本金 1,908,674 1,908,674

資本剰余金 2,657,905 2,657,905

利益剰余金 4,126,217 4,160,004

自己株式 △333,825 △333,825

株主資本合計 8,358,972 8,392,759

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,694 △8,829

繰延ヘッジ損益 20,814 △3,466

為替換算調整勘定 △414,929 △550,922

その他の包括利益累計額合計 △372,420 △563,218

純資産合計 7,986,551 7,829,541

負債純資産合計 9,789,349 9,604,801
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 2,927,661 2,959,860

売上原価 1,667,586 1,694,427

売上総利益 1,260,074 1,265,432

販売費及び一般管理費 ※
 1,023,003

※
 1,007,671

営業利益 237,070 257,761

営業外収益

受取利息 7,104 11,361

受取配当金 1,902 2,012

持分法による投資利益 57,697 65,495

その他 11,924 9,825

営業外収益合計 78,628 88,695

営業外費用

支払利息 1,071 560

売上割引 4,894 5,319

為替差損 60,997 58,572

その他 1,384 707

営業外費用合計 68,348 65,159

経常利益 247,351 281,297

特別損失

固定資産除売却損 312 1,256

減損損失 24,748 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,423 －

特別損失合計 50,484 1,256

税金等調整前四半期純利益 196,866 280,040

法人税、住民税及び事業税 100,131 105,124

法人税等調整額 △20,998 △9,584

法人税等合計 79,133 95,539

少数株主損益調整前四半期純利益 117,733 184,500

少数株主利益 － －

四半期純利益 117,733 184,500
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 117,733 184,500

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,968 △30,523

繰延ヘッジ損益 △12,376 △24,281

為替換算調整勘定 △48,451 △114,717

持分法適用会社に対する持分相当額 △15,526 △21,275

その他の包括利益合計 △74,384 △190,797

四半期包括利益 43,349 △6,296

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 43,349 △6,296

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 196,866 280,040

減価償却費 91,122 99,816

減損損失 24,748 －

のれん償却額 19,914 2,779

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,068 △5,524

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,085 9,312

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,750 9,020

貸倒引当金の増減額（△は減少） 368 1,634

受取利息及び受取配当金 △9,007 △13,374

支払利息 1,071 560

為替差損益（△は益） 54,095 61,887

持分法による投資損益（△は益） 82,935 57,481

固定資産除売却損益（△は益） 312 1,256

売上債権の増減額（△は増加） △15,278 113,075

たな卸資産の増減額（△は増加） △45,380 △209,310

仕入債務の増減額（△は減少） △26,280 61,697

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,423 －

その他 △22,820 △14,797

小計 396,858 455,558

利息及び配当金の受取額 7,039 10,672

利息の支払額 △1,071 △560

法人税等の支払額 △18,854 △172,587

法人税等の還付額 51,734 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 435,706 293,082

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △59,430 △35,399

定期預金の払戻による収入 60,054 35,068

有形固定資産の取得による支出 △25,373 △51,413

有形固定資産の売却による収入 19 11

無形固定資産の取得による支出 － △600

投資有価証券の取得による支出 △94,075 △803,148

投資有価証券の償還による収入 － 300,000

その他の支出 △9,805 △11,295

その他の収入 3,125 4,766

投資活動によるキャッシュ・フロー △125,484 △562,011

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △79 －

配当金の支払額 △143,763 △150,592

リース債務の返済による支出 △6,962 △7,291

財務活動によるキャッシュ・フロー △150,805 △157,883

現金及び現金同等物に係る換算差額 △55,585 △67,740

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,830 △494,553

現金及び現金同等物の期首残高 2,724,181 3,293,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,828,011

※
 2,798,971
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更および過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）および「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

※　　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとお

りであります。

役員退職慰労引当金繰入額 8,750千円

給料 339,017千円

賞与引当金繰入額 84,255千円

退職給付費用 33,949千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,020千円

給料 337,330千円

賞与引当金繰入額 86,783千円

退職給付費用

貸倒引当金繰入額

27,323千円

1,703千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,878,451千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,439千円

現金及び現金同等物 2,828,011千円

　

現金及び預金勘定 2,838,860千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △39,889千円

現金及び現金同等物 2,798,971千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 144,164 22平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 150,714 23平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報 

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

合計
（千円）

売上高    

外部顧客への売上高 2,901,88225,7782,927,661
セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,952 383,393 387,346

計 2,905,835409,1723,315,007

セグメント利益 207,964 34,867 242,832

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

利益
金額
（千円）

報告セグメント計 242,832

のれんの償却額 △19,914

棚卸資産の調整額 14,152

四半期連結損益計算書の営業利益 237,070

　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報 

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

合計
（千円）

売上高    

外部顧客への売上高 2,931,77128,0882,959,860
セグメント間の内部売上高
又は振替高

9,418 448,465 457,884

計 2,941,189476,5543,417,744

セグメント利益 225,694 40,960 266,654

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

利益
金額
（千円）

報告セグメント計 266,654

のれんの償却額 △2,779

棚卸資産の調整額 △6,113

四半期連結損益計算書の営業利益 257,761
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 17円97銭 28円16銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益（千円） 117,733 184,500

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 117,733 184,500

普通株式の期中平均株式数（株） 6,552,838 6,552,790

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

―――――― ――――――

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

　

（重要な後発事象）

タイ国で発生した洪水により、タイ国アユタヤ県のサハラタナナコン工業団地に入居している連結子会社ヨシタ

ケ・ワークス・タイランド㈱が平成２３年１０月４日に冠水し、工場建屋、設備およびたな卸資産の浸水被害を受け

ております。

　今回の洪水による被害および業績への影響につきましては、現在調査中であります。なお、当該洪水による被害が翌

四半期連結累計期間以降の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に及ぼす影響については、現時点で

は合理的に算定することが困難であります。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成23年11月11日

株式会社　ヨシタケ  

 取　締　役　会　御　中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　浜　明　光　　㊞

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 淺　井　孝　孔　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヨシタケの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヨシタケ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項　

　重要な後発事象に記載されているとおり、タイ国で発生した洪水により、連結子会社ヨシタケ・ワークス・タイランド㈱

が平成23年10月４日に冠水し、工場建屋、設備及びたな卸資産の浸水被害を受けている。 

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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